
（別紙３）

～ 令和7年2月10日

（対象者数） 53名 （回答者数）
35名

～ 令和7年2月7日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちの意思を尊重し、子どもたちの意見を踏ま

えて活動を組み立てるように努める。

2

スタッフの専門性の向上。

3

スタッフの専門性の向上。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

自事業所での家族支援研修の実施に向けて検討調整を行う。

2

今後地域に開かれた開催の場合は周知し、参加を促

す。

地域の小学校等と合同で開催が可能なイベントについ

て検討する。

3

訓練の日程を保護者へ分かりやすいように掲示し周知

する。（写真の添付等）

スタッフが特性を理解して、子どもに合わせた支援を実

施している。

子どもが理解できるスケジュールの提示や、コミュニ

ケーションをとりやすいような視覚的支援の実施。

子どもの特性を理解した上での支援 子ども一人ひとりに合わせたスケジュールの提示や視覚的支

援の実施と環境調整。

支援計画を示しながらの説明 支援計画の丁寧な説明に努めている。

写真等で保護者にもわかりやすく提示説明を実施している。

○事業所名 社会福祉法人ひらきの里　多機能型事業所子ども通所サービスあぽろ(放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和6年12月20日

○保護者評価有効回答数

災害時を想定した訓練等の実施 訓練は実施していたが、保護者への周知が徹底されてい

なかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

令和6年12月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所として考えている課題の要因等

家族支援・ペアレントトレーニング 他事業所での研修は周知を行っているが、自事業所では研修

等は実施していなかったため。

地域や他のこどもたちとの交流 法人の行事への案内は行っていたが、近年は感染症の影

響より内部開催となっていたため参加していただけない

状況であった。

子どもが通所を楽しみにしてくださっている

事業所における自己評価総括表公表


